
（別紙３）

～ R8年　3月　14日

（対象者数） 14世帯 （回答者数） 6世帯

～ R8年　3月　14日

（対象者数） 6人 （回答者数） 6人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
職員ごとの声援方法に差が見られる場面もあり、今後は支援
の標準化が課題である。

2 関係性が依存しないよう関わりの統一が必要。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
シフト作成時に余裕を持たせた人員配置を意識する。複数職
員で対応できる業務体制の見直しを行う。
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3

○事業所名 児童デイサービス　はっぴーふれんど

○保護者評価実施期間 R8年　3月　1日

○保護者評価有効回答数

R8年　3月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 R8年　３月　１８日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

少人数のため、急な欠勤時などに人数配置が不安定になるこ
とがあり、支援の質に影響が出る可能性がある。

急な欠勤時には職員の配置が不安定となる。

児童に丁寧に関わることができ、特性やニーズに応じた支援
を行っている。

職員と児童との距離が近く、信頼関係が取れやすい環境にあ
る。

児童の言葉に耳を傾け共感できるよう一緒に行動（制作物を
作ったり運動をしたり）している

事業所における自己評価総括表公表


